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◆会長挨拶 

ある記事を見て、はっと思いました。それは、人は人として生きてい

る中で幸福だなって感じることは４つあるということです。 
１つは、自分は愛されているって感じる時 
２つは、人から誉められることをした時 
３つは、他の人から自分は役に立っていると感じた時 
４つは、他の人から自分は必要とされていると感じた時 
だそうです。４つの内どれか一つでもかなうと幸せだなって感じるそ

うです。 
最初の愛されているってことはともかく、後ろの３つは、誉められる

こと、人の役に立つこと。人に必要とされることはその人の努力によ

ってはじめて得られるものです。 
私たちロータリアンは四つのテスト、奉仕の理想を真に考えれば、こ

れから生きていく中でたくさんの幸せを感じられるのではないでしょ

うか。 
 

◆幹事報告 

●ガバナー事務所 1月12日 リソースのご案内 平和と紛争予防/紛

争解決月間、2015-2016年度下期分担金お振込のお願い が届く 

●公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 1月14日 ハイライトよ

ねやま １９０号 が届く。 

●ガバナー事務所 1月18日 2016年１月 「クラブ請求書」につい

てのお知らせ、バチカンでのロータリアンの行事「Jubilee of 

Rotarians」のご案内 が届く。 

●白山ロータリークラブ 1 月 18 日 22015-2016 年度地区大会ＤＶ

Ｄ・収支決算書および監査報告書が届く。 
●ガバナー事務所 1月18日 2/14クラブ会員拡大増強委員長会議の

ご案内 が届く。 

 

◆プログラム 

【講師紹介】今井会員 
今日卓話いただく山下裕樹さん

は私が所属する倫理法人会に在

籍しておられるが、出席はあま

りないのですが、一度卓話があ

った時に話が面白くて良かったので、お願いしました。 
 
機関誌やクラブのお世話も長くされて、人間力を高めておられます。

今日の卓話も素晴らしいと思います。よろしくお願いします。 
 

演題『ピカッと光る商いを！』 
講師 株式会社山下ミツ商店 代表取締役  山下 浩希氏 
 
こんばんは。白峰の山下裕樹です。９月か１０月ごろ今井さんから

RC で卓話しろとの命令を受けまして、断れないので、忘れてはいけ

ないと思い、慌てて本屋に手帳を買いに行ったがまだ発売前でした。 
簡単に自己紹介しますと１９６１年白峰村で生まれ、鶴来高校、大

阪経済大学、スーパーマルエーさんで１年働いて家業を継ぎました。 
マルエーで働いているときに近江商人の三方良しを物語る「てんび

んの詩」に出会った。大正時代、近江の湖東地方の五箇荘の近江商人

の家に生まれた近藤大作は優秀な成績で小学校を卒業した。中学へ進

むと思っていたが、父親から“鍋ぶた”の行商を言い渡された。大変

戸惑ったが、家を継ぐ意識があったので、はじめたが、お辞儀も挨拶

もできない１３歳だった。初めは店の取引先を回るが、親の威光を笠

に着た押し売りまがいの商売で売れるはずもない。また、相手の奥さ

ん方も父親の胸の内を知っており、あえて心を鬼にして断った。やっ

てもやっても売れない。また、売れるはずもない。あまりに売れない

ので、５０キロ離れた叔母の家に丸１日かけて歩いていって３か月た

っても売れないと訴えるが、買ってはもらえず、夕ご飯も食べさせて

くれず、追い返された。やっとの思いで次の朝、家に着くと母親が弁

当を作っていて今から仕事に行くように言われ、「明日するから、休ま

せてほしい」というと、「明日の覚悟は覚悟でない！」と言われ泣く泣

く、行商に出た。 
ある時、小さな小川のふちに洗いかけの鍋蓋を見つけた。これを捨

てれば、困って自分の“鍋蓋”を買ってくれるのでは？と考えた。手

に取って川に投げようとしたが、急に捨てられなくなった。そこへ持

ち主が来て、ハッと我に返り土下座をして謝った。鍋蓋の行商を３か

月しているが売れず、これを捨てれば買ってくれると思い、捨てよう

としたが、“鍋蓋”が愛おしくなり捨てられなかったと事情を話すと、

その人が初めて買ってくれた。 
商品は大事だが、人間関係が大事であること、また、商売とは何か？

後継者とはどうあるべきか？を教えてくれた映画でした。私も家は継



がないと言って大学へ進学したはずなのに、マルエーで働いていて、

それを見て、家業を継ごうと思うきっかけになった。その半年後位に

当時８０才過ぎの祖母が、疲れたからやめるといって家業を継いだ。 

当時、白峰は人口１，０００人ほどで豆腐屋が５軒あった。うちは

豆腐屋だが、食料品も取り扱っていた。１日の売り上げはスーパーと

はケタ違いで、将来を考え不安になり、豆腐の勉強を始めた。他で修

業はしていなくて、知識０からいろいろ勉強した。 
ご飯もそうだが、豆腐は材料勝負。良い大豆と良いにがりに尽きる

ということが分かった。あとは技術が必要ということで、ご縁があり

埼玉本庄市の“三之助豆腐”の茂木社長を尋ねた。自分以外の豆腐工

場を見たのは初めてで、茂木社長からは“良い豆腐でお客様に喜んで

いただく”ことを教えて頂いた。良い豆腐とは①国産大豆、②消泡剤

を使わない、③天然にがりの３点セット。単純で真っ白状態だったの

で、その３点を守ってはじめた。商品化するまでに２年ほどかかった

が、本当に美味しい豆腐が出来上がった。 
情報化社会で、白峰のような山奥で作っていても“山下ミツ商店”

の豆腐が美味しいと評判が立つと売れるようになった。金沢のエムザ

での販売などチャンスをいただき、金沢も東京、大阪も宅配なら一緒

ということでホームページを立ち上げ、商品力で勝負できる豆腐を作

っていることを評価いただき、今日に至っている。 
失敗や、トラブルもあったが、目指しているのは今日の演題の「ピ

カッと光る商いを」でその前に“小さくても”が入る。「小さくてもピ

カッと光る豆腐屋」という思いでいる。 
大きい人はそれだけの力があるから立派なのは勿論ですが、小さいか

らダメということはない。私がかっこよいと思っている人が何人かい

る。静岡県富士市の吉原商店街にある「杉山フルーツ」。その商店街は

１０年ほど前まであった２軒の大型スーパーが郊外に移転したとたん

閑古鳥が鳴く商店街になった。それを機に杉山社長は本当にプロの果

物屋になるべく“マスクメロン”をしっかり売る果物屋を目指した。

マスクメロンは主にギフト商品なので、品質はもちろん、売り手のし

っかりとした説明が必要な商品で、それに特化して個人商店でトップ

クラスになった。次に付加価値を付けた商品として、技術的に難しい

“生フルーツゼリー”を開発し、３０分で売り切れるデパートで行列

のできる人気商品になっている。一度、多摩プラザの東急百貨店でそ

の行列を目の当たりにしてびっくりした。それでも天狗にならず、き

ちんと接客して、もう一度買ってもらうようにしている姿勢に感動し

た。 
 もう１軒は東京墨田区の痛くない注射針の開発で有名な“岡野工業”。

従業員７，８名で７，８億円を稼ぎ出し、まさしく技術で勝負してい

る。小さくても腕で勝負しているそんな豆腐屋になりたいと思ってい

る。 
 最近考えているのは、参加した東京での勉強会でのテーマだった“伝

える”ということ。 
商品の良さや、店の取り組みなどを、お客様が買う気になるように伝

えるということが、本当に難しいと感じている。同じ商品でも伝え方

次第で１００個売れたり、１０個も売れなかったりするのは、どうい

うことなのか？終わりのない究極のテーマです。 
例えば、近くに大きなスーパーが出来ても大丈夫な“やっぱり買うな

らこのお店で”と支持されるように美味しいもの、良いものを伝える。

何が１番大事かを明確にして、価格勝負の大手とは違う価値観の伝え

方を考えている。思い通りに伝わらず、誤解もある。 
 今井さんとともに商業会で勉強している。“２１世紀は住み分けの時

代”と題して１９９６年に業界紙に寄稿した文章をテーブルに置いて

あるが、豆腐屋としての方向性を明確にして、進んでいく、社会に必

要とされる豆腐屋になりたいと思っている。なんで“山下ミツ商店”

のとうふを切らしたとお客様から、残念がられるような豆腐屋を目指

している。売れない言い訳はいくらでもできるが、小さくても、田舎

でも、頑張ってやっていこうと思います。これをご縁にしてこれから

もよろしくお願いいたします。ご清聴ありがとうございました。 
 

◆出席報告 

●出席率７７．７７％ ●会員 37名●出席者 28名 
●ﾒｰｷｬｯﾌﾟ出席 0名  
●出席免除者 4名（今井欣也・中川昭栄・浅野昭利・加藤 功） 
 

◆ニコニコボックスの発表 

●山本  篤会長・西川 隆司幹事／山下さん、今日は卓話ありがと

うございます。ようこそおいでくださいました。 

●今井 欣也／山下浩希さん、卓話をどうもありがとうございました。 
●池元 ことみ／㈱山下ミツ商店代表 山下浩希様、今日は卓話あり

がとうございました。ダニエル君、松任高校音楽発表会の太鼓演奏

すばらしかったです。 

●野澤 誠治／山下様、本日は卓話ありがとうございました。 

●高橋 昇二／田舎にやっと雪が降り６０㎝余り積もりました。水太

りした体を、やっと雪かきで引き締められそうです。会員の皆様、

風邪などひかないようにして下さい。 
●橋本 恵子／山下様、本日はようこそありがとうございます。私、

本日は今年の初会で遅ればせながらおめでとうございます。本年も

よろしくお願い致します。 
●浅野 昭利／早退します。 

本日合計 10,000 円  今年度累計 530,600 円 
 


